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１．研究計画の概要 
 アブラナ科植物の自家不和合性は、1 遺伝
子座 S 複対立遺伝子系によって説明されてお
り、花粉因子 SP11 と雌ずい因子 SRK の自己
特異的相互作用によって自家不和合性が誘
起される。しかしながら、SRK による自己情
報が雌ずい内にどの様に伝達され、その結果、
自己花粉が拒絶されるかという点について
は、ほとんど不明である。本研究では、アブ
ラナ科自家不和合性研究で欠落している S 遺
伝子下流因子の解明に向けて、B. rapa とシロ
イヌナズナを融合的に利用して、S 遺伝子下
流因子を解明する。 
 
２．研究の進捗状況 
(1) 自家不和合性(SI)シロイヌナズナの作出
とその解析 
 シロイヌナズナ Col-0 は突然変異により SI
機構を失っているが、世界各地のエコタイプ
解析から、その原因は雄ずい側因子 SP11/SCR
における逆位に起因し、その変異は～41 万年
前にヨーロッパ中央部で起きたことを突き
止めた。また、変異を修復した正常型
SP11/SCR を特定エコタイプに遺伝子導入し、
自家不和合性を復活させることに成功した
(Tsuchimatsu et al. 2010, Nature)。 
(2) 自家和合性(SC)B. rapa の遺伝学的解析 
 SC 系統、TSC4, 28 の SC 原因遺伝子を解析
するために、SSR マーカーを元にマッピング
したところ、既知の SI 下流因子とは異なる染
色体上にマッピングできたことから、新規な
変異体であることを解明した(Isokawa et al. 
2010, Genes Genet. Syst.) 
(3) 自家不和合性関連成果 
 アブラナ科植物の自家不和合性に見られ
る S 対立遺伝子間の優劣性には、低分子 RNA

が関連していることを明らかにした(Tarurani 
et al. 2010, Nature)。また、自家不和合性に関
連した研究内容を抄録した(Suwabe et al. 2010, 
Genes Genet. Syst., Watanabe et al. 2008, Plant 
Cell Physiol.)。 
 
３．現在までの達成度 
 ②おおむね順調に進展している。 
 (理由) 
 年次計画に従い、目的とした研究を推進し、
論文発表、学会発表なども順調に行っている。
また、150 件を超えるアウトリーチ活動も行
い、社会貢献も十分に果たしている。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 SI シロイヌナズナの系統については、SC
シロイヌナズナとの遺伝学的解析から、自家
不和合性下流因子の単離が可能な状況にあ
る。また、B. rapa 自家和合性系統については、
QTL 解析から、変異が生じている領域の同定
も行われており、マップベースクローニング
で下流因子の同定が可能な状況にある。この
2 つの点を融合することにより、目的とした
自家不和合性下流因子の全体像が明らかに
なると考える。 
 
５. 代表的な研究成果 
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<報道関連情報> (計 32 件) 
(1)「自家受粉」植物突然変異を解明、東北大
など国際チーム発表「品種改良にも応用」. 朝
日新聞(宮城版), 2010 年 5 月 24 日. 
(2) 文科省 SSH 指定の福島高、科学者の卵へ
意欲十分、大学院教授が講演、研究者志願に
期待. 福島民報, 2010 年 5 月 14 日. 
(3) 自分で受精シロイヌナズナ「自殖」花粉
遺伝子が突然変異、東北大などが仕組み解明、
品種改良、種保全にも貢献. 河北新報, 2010
年 4 月 19 日. 
(4) 自家受粉遺伝子の働き解明、東北大、作
物への応用期待. 日経産業新聞, 2010 年 4 月
19 日. 
(5) 遺伝子操作で自家受粉ブロック、品種改
良効率化に光、東北大･渡辺教授ら成功. 読売
新聞(宮城版), 2010 年 4 月 19 日. 

<アウトリーチ活動> (計 169 件) 
(1) 今治自然科学教室 
(2) 沖縄県立開邦高等学校 
(3) 仙台市立木町通小学校 
(4) 愛媛県立今治西高等学校 
(5) 宮城県宮城第一高等学校 
 このアウトリーチ活動によって、受講生(小
中高生)から受け取った 4,983 通の感想、手紙
文に対して各受講生個別にコメントし、受取
った手紙と同数の 4,983 通の手紙文を返信し
た。この手紙文返信活動は、講義を行った学
校の先生方から、評価された。 
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